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1986-1988パリに
住んで習った３つ
のこと → 今ここ

•つまみぐいでない息の
長い研究生活
→生物文化多様性研究所

•核と原発の推進に負け
ない農的暮らし
 →阿東つばめ農園

•扉を開けて異文化の人
たちと友達に

→おひさま交流館



1. Sous le ciel de Paris パリの空の下

Sous le ciel de Paris

Les oiseaux du Bon Dieu... 神様に遣わされた鳥たち

Hum Hum

Viennent du monde entier 世界中からやってきて

Pour bavarder entre eux... 互いにおしゃべり

Marchent des amoureux...  恋人たち

Un philosophe assis...  座る哲学者

Deux musiciens quelques badauds... 音楽家

Les clochards et les gueux... ホームレス



住んだのはまるでお城のようなMaison internationale
de la Cité universitaire



Parc de 
Montsouri
を通って
幼稚園へ

滞在許可申請中
の時点で公立幼
稚園に受け入れ



末松壽先生、
クレール・ネ
リ先生のご家
族を訪ねて
1987年8月16日

•貴子は、ネリ先生
にフランス語の初
歩を教えていただ
きました。



2. Sur le pont 
d‘Avignon アビニヨン
の橋の上で
（アクションラーニング）

•国際文化会館の「新渡戸
フェローシップ」

•松本重治理事長「勉強はす
るなと言ってもされるで
しょうが、図書館にこもっ
てばかりというのは趣旨が
ちがいます。お友達をつ
くって来てください」





3. El condor 
pasa. コンド
ルは飛んで
いく

西表島から招
いた石垣金星
さんと





ゼミの風景・ケチュア語とガムランの天才少女



学問をめざす 女と男の風景

アフリカセンターの他に、私が民族言語学の講義を受けに行ってい
た「口頭伝承をもつ文明研究所」の所員は、男女が半々ぐらいです。
そこで受講している学生は、女７対男３ぐらい。貴子が出ていた自然
誌博物館の民族生物・地理学セミナーにいたっては、女９対男１ぐら
いの割合でした。文化人類学志望者には男が多い日本とはなにかが根
本的に違うようです。まず、男の研究者に説明を求めました。「人類
学なんかやったって食えないから女が吹きだまってくるのさ。」とい
うような論評の仕方でした。スイス出身で、もう３０年間も西アフリ
カのコートジボワールのある民族の研究をしているアドリーヌ（仮
名）に同じことを尋ねる機会がありました。彼女の返事は、私の意表
を突くものでした。「私たち女はね、人類学であろうとなんであろう
と、『面白い！』と思ったら経済的なことなんかあまり考えずにそっ
ちの方へどんどんつき進むのよ。それほどの勇気をもてる男たちは、
今までのところ少ないわね。」



歩道に敷いた布
団の上で、ひげ
を剃り終わった
身だしなみのい
いおじいさんと

握手



若いの、ぐ
びっとやれ。
夏はアルザス
でビール、冬
はボルドーで
ワインさ。

ごみ箱あさり
なんかといっ
しょにしない
でくれよな。



政府の発表をどこまで信じられるか



5. Anna 
Magdalena 
のための音
楽帳

• Sainte Chapelle
でのAndré 
Navarra（1911–
1988）のセロ

https://delveintoeurope.com/la-sainte-
chapelle-paris/



6. Les Parapluies de 
Cherbourg シェル
ブールの雨傘

La porte est ouverte. 
（扉は空いてる）
招待はしないから、
いつでも遊びにお
いで、ここノルマ
ンディーに





7. Benta ra noa 宿を訪ねて （バスク語の懐メロ）



「僕もらってない」を “Il n’a pas eu.”と訳す 
のはアルザス語も同じだよ





Sabotを履きシードルを年に1000本







•Crypte de St 
Denis,

パリ・モンマ
ルトルの丘の
ふもとにある
イエズス会発
祥の地下礼拝
所 ロヨラや
サビエルが
集った場所



バスク語の語順は日本語と同じ ベンタラ ノア

Bentara noa 宿へ行き
Bentatik nator 宿から帰る
Bentan da nere gogoa
宿にあるよ僕の魂

Bentako arrosa krabelinetan 
宿のバラとカーネーションに

Hartu dut amodioa
愛を見つけた



8. Nkosi Sikelel‘ iAfrika コシシケレリ・アフリカ
（神よアフリカとその民への祝福を）

マリ エジプト ルワンダ



アンゴラに言語文化研究所をつくるため
民族音楽学の博士号をめざす若者たちと



マリとルワン
ダ・ブルン
ディの人たち

•僕たち、
ここでし
か出会え
なかった
ね。



マリの神父さん



Livre d’or（芳名録） の言葉たち
アラビア語・イタリア語・ポルトガル語・スペイン語・ルーマニア
語・スワヒリ語・ルワンダ語・ブルンディ語・フランスのフランス
語などのように、ひとつ以上の国の国語になっているもの。

ベルギーやカナダのフランス語・フランドル語・スイスのドイツ語
のように、いくつかの公用語のひとつ。

南太平洋のトンガ語やフランスの西北部で話されている古いケルト
系の言語のブルトン語。

さらにアフリカの諸語としてコンゴ語・バミレケ語・プラタ語・バ
ンバラ語・ボーム語・タマシェク語・テテラ語・レガ語・ベンベ語
などなど。

日本の友人たちも、日本語東京方言以外にリンガラ語・ンガンドゥ
語・インドネシア語・ヒンディー語・カンナダ語・京ことば・博多
弁など。

日本語を書き付けてくれたフランス人たち。



道の友が血を
わけた兄弟

•カメルーン・
バミレケ語の
ことわざ



9. Porco rosso 時には昔の話を（加藤登紀子）

時には昔の話をしようか
通いなれた なじみのあの店
マロニエの並木が窓辺に見えてた
コーヒーを一杯で一日
見えない明日を むやみにさがして
誰もが希望をたくした

ゆれていた時代の熱い風にふかれて
体中で瞬間(とき)を感じた そうだね

道端で眠ったこともあったね
どこにも行けない みんなで
お金はなくても なんとか生きてた
貧しさが明日を運んだ
小さな下宿屋にいく人もおしかけ
朝まで騒いで眠った





https://ankei.jpで
「くさまくら」を検索
してみてください。

•阿東つばめ農園
でワーキングホ
リデーはいかが?
•おといあわせ
a@ankei.jp

このプレゼンそのものや、関連記事は

https://ankei.jp/
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